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車窓を楽しむ鉄道の旅 その 17 

東武東上線各駅停車の旅 

＜1＞ 東武東上線とは？ 

当初計画では、池袋から川越・小川町を経て本庄・高崎を経由して渋川に繫がる「東京と上州を結ぶ

鉄道」として考えられていた。「東上線」という路線名の由来はここに端を発している。 

大正３年（１９１４年）に部分開通した時には、池袋から川越までの間の大半の区間は軽便鉄道だった。 

池袋から川越（今の川越市駅）まで、正式に開通したのは大正５年（１９１６年）で、現在の路線が全

線開通したのは大正１４年（１９２５年）だった。 

鉄道省が八高線を開通させることになり、東上線の寄居・高崎間の延伸計画は撤回することになった。 

 
＜2＞ 東武東上線各駅停車の旅 

二月に入りはしたが、気温が１４～１６℃位まで上がりそうだと言われた日、この旅に挑むことにした。 

とは言っても、家を出る９時過ぎにはまだ寒さの真っただ中で、インナーベストと襟巻付きで出発。 

勝田台から高田馬場経由で池袋に着いたのは１１時過ぎ。 

●池袋発 11：23の各駅停車川越市行は、しばらく埼京線と並走。 

●北池袋：最初の停車駅は、埼京線の板橋駅のわずか手前にある。やや古めの民家が線路の近くま

で並び、池袋という大きな繁華街の一部とも思えないような景色が続くのが面白い。 

昭和９年の開通当初の駅名は「東武堀之内」だった。江戸時代には新田堀之内村と言われていたが、

明治に入り巣鴨村に編入され、「巣鴨村大字新田堀之内」となった。大正７年の町制施行に伴い西巣

鴨町字堀之内となり、昭和７年に東京市豊島区が誕生した時に豊島区堀の内町となった。堀之内は、

ＪＲ埼京線板橋駅の東側にあったらしい。今では想像もつかないが、谷の端・滝野川などの地名を見る

と、水の流れのある切り込みがある地形が想像でき、「堀の内」という地名も何となくうなずける。北池

袋駅を出ると、東上線は大きく左に舵を切り北西に向かい、 

●下板橋：東上線には下板橋・中板橋・上板橋の三つの板橋があるが、下板橋駅だけは住所が豊島

区である。板橋は、日本橋を起点とした中山道の最初の宿場町だった。その名残として「仲宿」という

地名が残っている。（ https://yahoo.jp/3KSbCG ） 

石神井川に架かる「板の橋」が「板橋」という地名の由来とする説がある。地図を見ると、上板橋が上
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流で下板橋が下流になっているように感じる。下板橋駅を出るとすぐに板橋区に入る。 

●大山：板橋区大山町、大山詣りが盛んな頃に、王子・赤羽方面からの大山道だったことによるという

説が有力らしい。アーケードの商店街が並び、生活臭のする生き生きとした街のように感じる。 

●中板橋：上板橋と下板橋の間に挟まる「中板橋」というところだろうか。 

●ときわ台：昭和１０年（１９３５年）の開設時は「武蔵常盤」だった。上板橋村の総鎮守である天祖神

社の常盤松になぞらえて「武蔵常盤」という駅名が生まれた。（https://yahoo.jp/EqQYCB ） 

昭和２６年（１９５１年）に改称して「ときわ台」となった。天祖神社は鎌倉時代の創建という説もある。 

●上板橋：急行電車に追い抜かれるため少々停車。駅周辺はそこら中で大規模な工事が進められて

おり、ここもおそらく数年後には高層ビルの街になってしまうのかもしれない。 

●東武練馬：駅名は練馬だが、駅の住所は板橋区徳丸二丁目。駅を南側に出ると練馬区北町なので

練馬区民に敬意を表した駅名のようだ。 

●下赤塚：駅の北側の線路際に中田出世稲荷神社がある。この土地の旧家中田家が個人的に創建

した神社で、創建時期は不詳。主祭神は蒼稲魂命（うかのみかたまのみこと：宇迦之御魂命）すなわ

ち、須佐之男命と神大市比売（かむおおいちひめ）との間に生まれた御子で、穀物の神。 

駅の北方にある萬吉山宝持寺松月院の門前にあった塚が、「荒ぶる塚」として土地の人に恐れられて

いたことから「荒塚」と囁かれていたのが、いつの間にか「赤塚」に変わってしまったという説がある。 

（https://yahoo.jp/ZvYsdk ） 

●成増：北西に走り続けて、４４６号線の道路の下をくぐり成増に着く。４４６号線を北東に上がって行く

と、前述の「荒塚（松月院）」につながる。途中に「六道の辻」という交差点があるのも面白い。 

中世には赤塚郷の一部で、のちに石成村と言っていた。江戸時代に甲州から来た田中成増と言う人

がこの地を開拓したとする言い伝えがあり、これが地名の由来らしい。 

駅の南方に光が丘公園と住宅地が南北に広がる。練馬大根の産地として農地が広がる所だったが、

昭和１６年に陸軍が接収して飛行機（軍用機）工場を突貫工事で作った。しかし米軍の猛攻に遭って

役立たぬ間に敗戦。戦後は駐留する米軍のための街「グラントハイツ」となった。正しい歴史認識が必

要と感じる町のひとつである。 

白子川を渡ると板橋区から離れることになるが、和光市に入ると切通しの中を走るのでしばらく車窓

の景色は楽しめない。 

●和光市：昭和９年（１９３４年）の開業時の駅名は、「新倉（にいくら）」だった。昭和１２年から１６年に

かけて陸軍が接収を進めて、陸軍士官学校ができ、大倉財閥が入って武器や航空機の製造工場も沢

山作られた。終戦後は米軍に接収されて騎兵師団を中心とした基地「キャンプドレイク」となった。 

基地返還後には、住宅地のほかに自動車工場・病院・理化学研究所などの施設が作られ、西側には

陸上自衛隊朝霞基地も広がる形になった。 

昭和２６年（１９５１年）に駅名が「大和町」に変わり、昭和４５年（１９７０年）の和光市起立に合わせて 

駅名も「和光市」となった。 

●朝霞：東上線開通当初は「膝折（ひざおり）」という駅名だった。川越街道の膝折村は宿場町だった。 

大正２年（１９１３年）に東京駒沢にできた東京ゴルフ倶楽部は、昭和５年（１９３０年）に膝折村への移

転を決めた。ゴルフクラブの場所が「膝折」ではイメージが良くないとのことから、地名の変更をするこ

とになり、東京ゴルフ倶楽部総裁の朝香宮鳩彦殿下の名をいただくことになったが、「朝香町」では恐

れ多いとのことから「朝霞町」とした。今になって思えば「膝折」の方が川越街道の宿場町らしくて、正

しい歴史の伝承になったような気がするのだが・・・。 

朝霞を出るとしばらく北に向かったのちに北西に向かい、武蔵野線と交差する。 
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●朝霞台：昭和４８年（１９７３年）の武蔵野線開通に伴い、同線の北朝霞駅との乗り換えが可能にな

ることを狙いとして、昭和４９年（１９７４年）に朝霞台駅が誕生した。利用者側の視点で見れば、両線

の駅名が同じである方が解りやすいのだが、そうならない事例が全国に山ほどある。国土交通省や鉄

道会社にある、利用者の利便性への配慮が後手となる体質の表れかもしれない。 

●志木：朝霞台駅の出現により、志木駅までの駅間距離は 1.2Km 程度で歩けるような距離になった。 

天平宝字２年（７５８年）に新羅からの渡来人７４人のために新設した「新羅郡」が始まりらしい。新羅

郡には「志木郷」と「余戸（あまるべ）郷」の二つの郷があった。「志木」の名は、新羅→志楽→志木と

転じたのではないかとする説が有力らしい。明治の町村制施行の時、当時の「引又村」と「館本村」が

合併するにあたり新村名の検討でもめ事になり、県が間に入って調整役となり、和名抄に残る「新座

郡志木郷」から引用して「志木」という地名が起立した。ところが、その後も町村合併などが絡んでく

るともめ事が繰り返されて、志紀町・足立町など変遷の末、市制施行時に「志木市」に落ちついた。 

●柳瀬川：東上線はひたすら北西に向かって走る。新河岸川の支流柳瀬川の畔にあるのが柳瀬川駅。

開通当時にはなかった駅で、昭和５４年（１９７９年）に開業した。手前の志木駅から 1.5Km、次のみず

ほ台駅まで 1.3Km と駅間距離が短い。 

●みずほ台：昭和４年（１９２９年）に停留所として開設した時は、都心から運ばれてくる屎尿の荷下ろ

しが目的だった。昭和１３年（１９３８年に廃止になった後は信号所として運行本数増加の下支えする

機能に変わった。昭和５２年（１９７７年）にみずほ台駅として開業。駅の所在地が「富士見市大字水子」

だったので、駅名を「水子」と考えていたが、印象が良くない言葉なので語感が似ている「みずほ」と

いう言葉をあてて、一見ハイカラに見える「台」を付けた瑞祥駅名に落ち着いた。 

新河岸川の南側の海抜18ｍほどの丘の頂上に水子貝塚がある。（https://yahoo.jp/pW8H_H ） 

●鶴瀬：みずほ台を出るとわずかな時間で、新河岸川の支流を渡り鶴瀬駅になる。 

明治２２年に鶴馬村と勝瀬村が合併して鶴瀬村が誕生した。昭和３１年（１９５６年）に、鶴瀬村・南畑

村・水谷村が合併して富士見村となり、のちに富士見市となった。 

●ふじみ野：ふじみ野市のなりたちについては次項で述べるので、ここでは省略。 

昭和２６年（１９５１年）に「ききょう原信号所」として開設したが、複線化に伴って昭和２９年（１９５４年）

に任務を終了。平成５年（１９９３年）にふじみ野駅として開業。 

●上福岡：東上線開通時から存在する駅。上福岡は入間郡福岡村の一部だった。福岡村は昭和３５

年（１９６０年）に福岡町になり、昭和４７年（１９７２年）に上福岡市になった。福岡町が市制に移行する

時に、福岡県福岡市が先に存在すことから、拠点駅として栄えていた「上福岡」を市の名前として採用

した。苦心惨憺の結果にも関わらず、上福岡市は平成１７年（２００５年）に入間郡大井町と合併して 

ふじみ野市となった。富士見市があり、ふじみ野市があって、外部から見るとわかりにくく、やや配慮を

欠いたものと言わざるを得ない。それはさておき、今日は霞がかかった空模様で富士山は見えない。 

●新河岸：不老川が久保川を合わせて新河岸川に合流するところに、海抜１０数ｍの低い丘が広がる。

この丘の中央部に新河岸駅がある。開業時の駅名は「高階（たかしな）」だった。川越藩の河岸として

整備された五河岸のひとつだった。国土地理院の地形図で周辺の小字地名を拾っていくと、砂・砂新

田・扇河岸・岸町など水運・河川とかかわりの深い地名が目立つ。 

ここまで来ると背が高い建物はなくなって、視界が開けてきた。古い瓦屋根の立派な家がめだつように

なり、宿場町川越を感じさせる。 

●川越：新河岸駅を出て不老川を渡ると、わずかな距離で川越駅に入る。川越線と乗り換えられる駅

になっている。 

●川越市：池袋から一時間弱で、12：19終点に到着。駅の外に出て昼食がとれそうな店を探したが、 
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店の数が極端に少なく、しかも食べたいものをやっている店が見つからなかったので、やむなくコンビ

ニに入ってサンドイッチと牛乳を買って、旅を続けることにした。 

プラットホームで電車を待つ間にサンドイッチを食べ、１２：４６発各駅停車森林公園行に乗ってから牛

乳を飲んで、昼食は終了。二本の小川を渡り、少しずつ左にカーブを切り、入間川を渡ると霞ケ関駅。 

●霞ケ関：入間川と小畔川に挟まれた、海抜２０数 m の台地が現在の川越市霞ケ関だが、ここまでの

間に複雑な経緯があったという。とても複雑なので、時系列でまとめてみた。 

明治１７年（１８８４年）に、高麗郡笠幡村・安比奈（あいな）新田・的場村・柏原村は合併することにな

り、新しい村名は柏原村の字霞ケ関から名を取って「高麗郡霞ケ関村とすることが決まった。 

ところが、明治２２年（１８８９年）の町村制施行になったら、中心にいたはずの柏原村は霞ケ関村から

離脱して狭山市に入ってしまい、霞ケ関村には霞ケ関という地区はなくなってしまった。 

大正５年（１９１６年）、霞ケ関村字的場に東上線の的場駅が開業した 

昭和５年（１９３０年）、的場駅は新しい村名をいただいて霞ケ関駅に改称した。 

昭和１５年（１９４０年）に川越線に的場駅が誕生。 

昭和３０年（１９５５年）、霞ケ関村は川越市と合併することになり、川越市霞ケ関という町ができた。 

しかしこの中には、旧の「高麗郡柏原村字霞ケ関」地区は含まれていないという結果となった。 

●鶴ヶ島：霞ケ関駅を出るとさらに北西に走り、小畔川を渡ってしばらくで鶴ヶ島駅に入る。小畔川を

渡る前は海抜 20～25ｍだったが、川を渡ると 30ｍ台になり、鶴ヶ島駅前は 33ｍの高さになる。 

明治２２年の町村制施行にあたり、旧１４村の合体で高麗郡鶴ヶ島村となり、１９９１年に市になった。 

鶴ヶ島市には旧石器時代の遺跡や古墳が数多く存在し、律令制下でこのあたりに「入間郡衙」が置

かれていたと言われている。また、６６８年には高句麗からの渡来人が住みつき、高麗郡高麗郷が起立

しており、歴史上有意な町と言うことができる。 

●若葉：高い建物はあまりないので、落ち着いた住宅地の雰囲気がある。駅北側は坂戸市、南側は鶴

ヶ島市で、駅舎が市の境界になっている。 

ひたすら北西に向かっていた東上線が左にカーブして、ほぼ東西に走るようになると坂戸駅になる。 

●坂戸：ここで南西に越生線を分け、本線は右にカーブして北に向かう。江戸時代には八王子と日光

を結ぶ「日光脇往還」の宿場町として栄えた。その名残か、駅の北東部に鎌倉町という町がある。 

●北坂戸：遥か西の方に奥武蔵の山並みが見え、その奥に二子山と思しき突起が見える。関東平野

の末端まで来たことを肌で感じる。 

●高坂：高麗川と越辺（おっぺ）川の合流地点を横切り、さらに九十九川を渡ると高坂駅。九十九川と

都幾川に挟まれた舌状台地のような所で、海抜30～35ｍになる。西側を並走する関越自動車道に高

坂 SAがある。 

●東松山：都幾川を渡り、広い田園地帯を抜けると東松山駅になる。古くは地名として松山と言われ

てきて、応永６年（１３99年）上杉配下の上田友直によって武州松山城が築城された。 

明治期に、市制移行にあたり「松山市」を狙ったが、すでに愛媛県にあるので、「東松山」になった。 

●森林公園：13：10 着、ホームのベンチで寄居行の電車を待つ。時々現れる上り電車やそれに伴う

人の動きを見ているだけで退屈せず、２０分ほどの時間は気にならなかった。 

明治百年の記念事業として、１９７４年に開園した国営武蔵丘陵森林公園の最寄り駅として昭和４６年

（１９７１年）に開業した。森林公園は北へ 4Km弱の滑川町にある。（https://yahoo.jp/KK5x7x ） 

各駅停車寄居行は 13：33発、短い編成のワンマンカーで、西へ向かって走る。 

●つきのわ：突然現れたひらがなの、しかも驚くような駅名。やたらにひらがな化する東上線の駅名ゆ

えに多少の偏見を持っていたので、出かける前に気になって調べてみた。 
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平成１４年（２００２年）に開業した新しい駅である。現在の住所は「比企郡滑川町月の輪」だが、明治

時代には「月輪村」という村だった。平安時代末期から鎌倉時代にかけて月輪兼実氏が治める荘園

だったのが地名の由来らしい。それにしても、ひらがなにする必要はなかったと思うのだが・・・・。 

●武蔵嵐山：平安時代源義仲や畠山義忠ゆかりの地で、昔は菅谷村と言った。大正１２年（１９２３年）

の開業時は菅谷駅だった。都幾川の支流である槻川の渓谷が美しいことから武蔵の嵐山と称えられ、

のちに「比企郡嵐山（らんざん）町」の地名が生まれた。これにより駅名は昭和１０年に武蔵嵐山に改

称した。 

●小川町：武蔵嵐山駅を出てから北西に進んだ後、S 字カーブをしたあと小川町駅に入る。この間は

約 7Km、東上線としてはかなり長めの駅間距離である。八高線に乗り換えができる大きな駅で、構内

の幅も広い。武蔵の小京都・和紙の里などの副名を持つ、人口２６，０００人の町。地図を見れば一目

瞭然だが、槻川・兜川とその支流が流れ、水豊かな町でこの地名が生まれたようである。 

●東武竹沢：しばらく八高線と並走するが、北へ向かう東上線と、北西へ向かう八高線が二股に分か

れる。分かれた後に、八高線には竹沢駅が、東上線には東武竹沢駅がそれぞれある。 

東武竹沢駅は海抜 150ｍほどの低めの尾根に挟まれたところにあり、冬枯れの里山の色合いと青空

のコントラストが長閑で心地よい。東上線はさらに山間に入って行き 

●みなみ寄居：谷あいに忽然と現れたみなみ寄居駅には、ホンダ寄居の工場があることを示す副駅名

が付されていた。駅の西側の台地の上にはホンダの工場、東側は寄居カントリークラブ。通勤時間帯

には賑わうのかもしれないが、この時間帯では乗り降りする人はほんの少しだけだった。 

なぜ「みなみ寄居」なのか、「南寄居」ではいけなかったのか、真剣に悩んでしまう。 

●男衾：東上線の旅としては、ここから先が目玉だと思っている。終点前の最後の四駅は秀麗な駅名

で、聞いただけでワクワクしてくる。奈良時代に武蔵國男衾（おぶすま）郡が設置された。そしてその総

鎮守として、駅の北東に小被（おぶすま）神社があり、そこから地名が誕生したと考えられている。 

新しい天皇が即位すると、「特別にあつらえた布団に寝て神力・霊力を得る」という狙いで「真床男衾

の儀」という儀式が行われた。この儀式との関係がありそうだが、詳細は分かっていない様子。 

●鉢形：東上線は荒川の南岸まで近づき鉢形駅に入る。駅の南西の荒川の南岸に鉢形城があった。

山内上杉の家臣長尾景春により文明８年（１４７6 年）に築城された。河岸段丘の絶壁の上に建ち、地

形の特徴を活かした天然の要害だった。敷地の形が、兜の中心部にある頭を守る「鉢」に似ているこ

とからこの名が付いた。（https://yahoo.jp/3iM6DM ）      北西に向かって走り荒川を渡ると 

●玉淀：荒川の流れを見て、埼玉の玉をいただき、「玉のように美しい淀み」として景勝地に名を付け

たのが始まりで駅名にも採用された。 

●寄居：玉淀駅からわずか 600ｍ弱、歩いても苦痛でない程度の駅間距離で、終着駅の寄居に到着。

時計を見れば 14：03。駅の周りには大きな建物は全くないし、商店街もなく食べ物屋もない。 

南口をぶらついてみたら酒屋があったので覗いて見た。「白扇」という純米酒と酒粕を土産に買ったあ

と、観光案内所のような施設でお菓子を買って駅に戻り、今度は役場や公営の施設が並ぶ北口を散

策。店もなく人も歩いていないまったくもって物静かな町だ。暑くなってきたので、ベストを脱いで襟巻

を外して純米酒を包むクッションにして化けて、ザックの中に沈んだ。 

帰路は１４：４８分発森林公園行、森林公園で 15：20発急行池袋行に乗り換えて池袋へ。 

16：22に池袋に着き、夕方のラッシュアワーにかからずに帰宅することができた。 

以上 
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